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サンマ資源量の直接推定調査 

調査概要 

 

１．背景と目的 

（１）表層トロールを用いて漁獲対象資源量を把握し、資源評価及び長期漁況予報を行う

ための基礎資料を得る。 

（２） 小型サンマの生態を解明する目的で、サンマ幼魚(表層トロールで採集されるサイ

ズより小さい個体）ネットを用いて採集を行う。 

（３）サンマ仔稚魚の広域的な分布を調べるため、ニューストンネットによる定量採集す

る。 

（４）従来調査が行われてきた水温帯よりも南側及び北側におけるサンマの分布状況を確

認する。 

（５）サンマの生活史解明のため、生殖腺など詳細な解析に用いる標本を得る。 

（６）サンマの摂餌生態に関する知見を得るため、プランクトンネットで餌生物を収集す

る。 

（７）サンマ生息海域において基礎生産（植物プランクトンの生産）の変動とその要因を

明らかにするための標本を得る。 

（８）サンマ以外の多獲性浮魚類(マサバ、ゴマサバ、マイワシ、カタクチイワシおよびス

ルメイカ）およびサケ・マス類の資源評価及び漁況予報のための基礎資料として、こ

れらの分布状況に関する情報を収集する。 

 

２．調査実施者 

（１）調査船：水産庁漁業調査船「開洋丸」 

（２）調査員：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

３．調査海域・調査地点 

  西部北太平洋海域（EEZ を除く） 

  本調査は３隻の調査船を同時に活用して進め、図のとおり日本近海から西経 165 度ま

での範囲を調査した。このうち開洋丸の調査範囲は以下の通り。 

  北緯 35 度 00 分、東経 151 度 00 分～北緯 48 度 00 分、東経 159 度 00 分 
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４．調査期間 

令和４年６月１６日〜令和４年７月６日 

５．調査方法 

表層トロールによるサンマの定量採集、ニューストンネット・幼魚ネットによるサン

マ仔稚魚の採集並びに CTD・NORPAC ネットによる餌環境・海洋環境の把握 

 

６．調査結果 

表層トロールにより 39調査点中 6 点で合計 2,878尾(236kg)のサンマが採集された（図

表参照）。ニューストンネットで合計 3 個体、幼魚ネットで合計 2 個体のサンマ仔稚魚を

それぞれ採集した。 

表層トロールで採集されたサンマは、体長 202～306mm、体重 32g～135g であり、そ

の大半（75.4％）が 1 歳魚(27cm 以上)であった。 

 

７．まとめ 

サンマ資源量直接推定調査は 2003 年より毎年実施されており、サンマ資源の分布・

変動の把握に貢献している。この調査により、2019 年以降東経 170 度以西にサンマの分

布がほとんど見られなくなった事が明らかとなり、それが漁期前半の漁況の著しい悪化

につながっていると考えられている。今回の調査では 2018 年以来およそ 4 年ぶりにある

程度まとまったサンマの分布が東経 159 度において確認されたことから、2019 年以降の

（特に漁期前半の）漁況の悪化にある程度歯止めがかかる可能性が示唆された。 
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８．図表 

 

 

図：調査点ごとサンマ採集個体数。 


